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研究成果の概要（和文）：平成 21 年 4月に新規導入した Nikon A1R 高速共焦点顕微鏡システム

を基盤とした in vivo イメージングへの応用に取り組んだ。顕微鏡そのものの改造、小動物用

マウントなど特注品の設計と改良、麻酔器や手術用実体顕微鏡など周辺機器の整備を次々と行

い、in vivo イメージングに最適化したシステムを構築した。 

 

研究成果の概要（英文）： Intravital real-time confocal laser scanning microscopy was 

developed based on a Nikon A1R fast-scanning confocal laser scanning microscope. 

Modification of the microscope, custom-designed mouse stage, anesthetic machine, and 

surgical stereomicroscope was integrated and optimized for intravital imaging. 
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１．研究開始当初の背景 
平成 21 年 4 月に新規導入した Nikon A1R 高
速共焦点顕微鏡システムを基盤とした in 
vivo イメージングへの応用に取り組んだ。 
 
２．研究の目的 
in vivo 共焦点顕微鏡システムを活用し、ド
ラッグデリバリーシステムの血中安定性、標
的指向性、環境応答性、遺伝子発現、細胞内
メカニズムなどの各項目について検討を行

った。 
 
３．研究の方法 
顕微鏡の改造、小動物用マウントなど特注品
の設計と改良、麻酔器や手術用実体顕微鏡な
ど周辺機器の整備を次々と行い、in vivo イ
メージングに最適化したシステムを構築し
た。またモデルマウスの構築、マウスを長時
間安定した麻酔をかける条件、観察対象とな
る臓器、組織の固定方法などの条件設定を行
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い、in vivo イメージングにおける技術的な
課題を解決した。 
 
４．研究成果 
この in vivo 共焦点顕微鏡システムを活用し、
ドラッグデリバリーシステムの血中安定性、
標的指向性、環境応答性、遺伝子発現、細胞
内メカニズムなどの各項目について検討を
行った。当研究室で開発しているナノミセル
型ドラッグデリバリーシステムが血中で安
定に存在し、標的細胞に取り込まれた後に内
包薬剤を放出する様子を画像として捉える
ことに成功した。またカチオン性ポリマーと
DNA の複合体は血中に投与された直後から凝
集し、その凝集体は次々と血小板と付着する
のに対して、生体適合性ポリエチレングリコ
ールを外殻に持つミセルは血中で凝集せず、
かつ血小板とも相互作用しないことを証明
した。これらの得られた成果については招待
講演を含む国内外の学会で発表し、かつ論文
として公表した。 
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